
 

Ⅱ 調査結果の概要 

１．観光入込客延べ数 

平成 26 年の島根県の観光入込客延べ数は 33,207 千人であり、前年と比べると、3,612

千人（－9.8％）減少した。 

<観光入込客延べ数> 

区     分 総  数 
内   訳 

県内客 県外客 

観光入込客延べ数（千人地点） 33,207 7,183 26,024

 構 成 比 100.0％ 21.6％ 78.4％

対 前 年 増 減 －9.8％ －8.5％ －10.2％

注）県内客・県外客の別は、観光入込客延べ数に観光地点アンケート調査で得られた県内客・

県外客の割合を乗じて算出した。 

注）本調査結果での率の合計については、端数処理のため 100％にならない場合がある。 

 

【主な変動要因】 

①出雲大社「平成の大遷宮」効果の平静化による減。 

 

〈観光入込客延べ数の推移〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．観光入込客実人数 

観光入込客延べ数をもとに観光地点アンケート調査等で得られた数値により推計した

観光入込客実人数は、14,552 千人であり、前年と比べると、1,773 千人（－10.9％） 

減少した。 

 

<観光入込客実人数> 

区    分 総 数 
宿 泊 客 日 帰 り 客 

県内客 県外客 県内客 県外客 

観光入込客実人数(千人回) 14,552 114 2,554 4,563 7,321

 構  成  比 100.0％ 0.8％ 17.6％ 31.4％ 50.3％

対 前 年 増 減 －10.9％ －8.7％ －8.3％ －10.9％ －11.7％
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３．観光消費額及び経済波及効果 

観光地点アンケート調査で得られた観光消費額単価に観光入込客実人数を乗じて推計

した平成 26 年の全県の観光消費額は、約 1,367 億円であり、前年に比べると約 197 億円

（－12.6％）減少した。 

この観光消費額が県内に及ぼす経済波及効果（直接効果、一次波及効果、二次波及効

果の和）は、1.20 倍の約 1,646 億円と推計され、前年に比べ約 253 億円（－13.3％）減

少した。 

注）経済波及効果は、平成２０年島根県産業連関表を用いて推計。 

 

○１人当たり消費額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．県内宿泊客延べ数 

平成 26 年の県内宿泊施設の宿泊客延べ数は、3,688 千人であり、前年と比べると、127

千人（－3.3％）減少した。 

 

〈宿泊客延べ数の推移〉 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

区 分 
ホ テ ル 

旅  館 

民 宿 

ペンション 

社会教育 

施設 

公共の 

宿泊施設 
キャンプ場 合 計 

宿泊延べ数（人泊） 3,229,174 104,701 64,493 185,573 104,473 3,688,414

構 成 比 87.5％ 2.8％ 1.7％ 5.0％ 2.8％ 100.0％

対 前 年 増 減 －3.1％ －4.1％ －3.8％ －4.2％ －8.5％ －3.3％

 

  

区   分 
観光消費額単価 

  （円） 

 観光消費額 

（百万円） 対前年増減 

県内客・宿泊 18,070 ＋8.2％ 2,063 

県外客・宿泊 25,167 ＋1.8％ 64,289 

県内客・日帰り 3,892 ＋1.1％ 17,756 

県外客・日帰り 7,178 －9.4％ 52,552 

計 － － 136,661 
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５．外国人宿泊客延べ数 

平成 26 年の島根県の外国人宿泊客延べ数は、29,617 人であり、前年と比べると、 

5,439 人（＋22.5％）の増加となった。国・地域別では、台湾からが最も多く 7,800 人

（構成比 26.3％）、次いで韓国 4,693 人（同 15.8％）、アメリカ 4,053 人（同 13.7％）

となっている。 
 

〈外国人宿泊客延べ数〉 

国・地域 
宿泊客延べ数 

対前年増減 
人 泊 構 成 比 

台 湾 7,800 26.3％ ＋83.3％

韓 国 4,693 15.8％ －11.1％

ア メ リ カ 4,053 13.7％ ＋27.9％

中 国 2,392 8.1％ ＋3.5％

香 港 2,196 7.4％ ＋9.2％

フ ラ ン ス 1,199 4.0％ ＋17.8％

タ イ 1,047 3.5％ ＋1,161.4％

ロ シ ア 686 2.3％ ＋239.6％

オーストラリア 629 2.1％ ＋48.0％

ド イ ツ 550 1.9％ －1.3％

イ ン ド 420 1.4％  ＋388.4％

イ ギ リ ス 414 1.4％ －25.0％

カ ナ ダ 223 0.8％ －36.8％

シ ン ガ ポ ー ル 162 0.5％ －11.0％

マ レ ー シ ア 90 0.3％  ＋40.6％

そ の 他 3,063 10.3％ －15.7％

合 計 29,617 100.0％ ＋22.5％

 

６．観光入込客延べ数の分析 

（１）主要観光地観光入込客延べ数 

市町村及び観光地・観光施設ごとの観光入込客延べ数の上位 10箇所は、以下のとおり

である。 
 

〈市町村〉              〈観光地・観光施設〉 

市町村名 
入込客延べ数

（人地点） 

対前年 

増減 
観光地・観光施設名 

入込客延べ数

（人地点） 

対前年 

増減 

出 雲 市 13,099,631 －16.9％ 出雲大社（出雲市） 6,647,000 －17.3％

松 江 市 9,601,695 －5.2％ 日御碕（出雲市） 1,221,555 －21.8％

浜 田 市 1,760,552 －4.6％ 島根ワイナリー（出雲市） 867,789 －25.0％

大 田 市 1,462,309 －6.0％ 玉造温泉（松江市） 697,274 －7.5％

安 来 市 1,405,599 －11.1％ 三瓶山（大田市） 614,100 －8.8％

雲 南 市 1,376,832 －4.3％ 石見海浜公園（浜田市） 584,620 －2.5％

津和野町 1,146,395 ＋3.2％ 太皷谷稲成神社（津和野町） 541,486 ＋4.1％

益 田 市 960,080 －2.4％ 足立美術館（安来市） 540,251 －17.9％

奥出雲町 829,308 ＋3.9％ 道の駅キララ多伎（出雲市） 489,657 －7.6％

邑 南 町 430,071 －2.0％ 美保関（松江市） 467,794 －4.8％
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（２）地域別観光入込客延べ数 

地域別に観光入込客延べ数を比べると、最も多いのが出雲地域の 13,100 千人（－

16.9％）、次いで松江地域で 9,602 千人（－5.2％）、雲南地域の 2,499 千人（－1.7％）、

益田地域の 2,348 千人（－0.2％）、大田地域の 2,024 千人（－4.8％）、浜田地域の 2,023

千人（－5.5％）、安来地域の 1,406 千人（－11.1％）、隠岐地域の 206 千人（＋10.8％）

の順となった。 

前年と比較して、新たに玉若酢命神社を調査地点に追加した隠岐地域を除く全地域で

入込客延べ数は減少した。 

 

＜地域別月別観光入込客延べ数＞ 
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H25 10,131,358

H24 8,432,299

対 比 増 減

H26対H25 -5.2%

H26対H24 +13.9%

年 入り込み数

H26 1,405,599

H25 1,581,556

H24 1,307,029

対 比 増 減

H26対H25 -11.1%

H26対H24 +7.5%

年 入り込み数

H26 2,499,147
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H24 2,099,143

対 比 増 減
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H26対H24 +19.1%

年 入り込み数
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H26対H24 +25.5%
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大田地域 
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隠岐地域 
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（３）行動目的別観光入込客延べ数 

観光客の行動目的別（中分類）では「歴史・文化」が最も多く 47.6％、次いで「温泉・

健康」13.0％、「スポーツ・レクリエーション」8.9％、「自然」8.9％となっている。 

 

≪行動目的別割合≫ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行動目的 

（中分類） 

入込客延べ数 

（人地点） 
対前年増減 

歴史・文化 15,802,891 －12.2％

温泉・健康 4,317,335 －5.8％

スポーツ・レクリエーション 2,964,596 －4.6％

自然 2,962,724 －13.6％

行祭事・イベント 2,118,820 ＋2.3％

都市型観光－買物・食等－ 2,001,227 －16.4％

その他 3,039,009 －6.2％

 

 

≪行動目的別（小分類）入込客延べ数の上位 5 区分（その他除く）≫ 

行動目的 

（中分類） 

行動目的 

（小分類） 

入込客延べ数 

（人地点） 
対前年増減 

歴史・文化 神社・仏閣 10,295,943 －12.3％

温泉・健康 温泉 4,317,335 －5.8％

歴史・文化 博物館 2,090,338 －17.9％

自然 海岸 1,603,796 －19.9％

都市型観光 食・グルメ 1,143,405 －21.1％
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７．観光客の動向（観光地点アンケートによる） 

平成 26 年観光地点アンケート調査によって得られたデータをもとに、観光客の動向を

分析する。 

 

（１）発地（住所） 

ア.日帰り・宿泊別入り込み割合 

日帰りでは、島根県が最も多く 41.7％、次いで広島県 19.0％であった。島根県は前

年から 3.6ポイント増加しており、県内の割合が高くなった。 

宿泊では、近畿が最も多く 24.4％、次いで関東 22.6％であり、前年から関東の割合

が減少し順位が逆転している。また中国 5 県の割合が前年から 4.8 ポイント増加し

28.1％となり、地方別で最も高い割合となった。 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.県外観光入込客割合 

県外客の発地別入り込みは、広島県からが最も多く 21.4％、次いで近畿 19.1％、関

東 15.0％となっている。中国 4県を合わせると全体の約 5 割（46.7％）を占めており、

前年から 5.3 ポイント増加した。 

 

〈県外観光客発地別入込客割合の推移（％）〉 
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（２）旅行回数 

観光施設への訪問回数は、日帰りの場合は「4 回以上」が最も多く、宿泊の場合は

「初めて」が多い。島根県への訪問回数も同様の傾向であるが、「初めて」の割合は大

きく下がる。 

 

①観光施設の訪問回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②島根県の訪問回数（なお、この項目は県外客のみに島根県への訪問回数を質問して

いる。） 
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（３）旅行日程 

｢日帰り｣が 57.7％、｢宿泊｣が 42.3％と、日帰り客の割合が高くなっている。宿泊客

のうち、76.6％が 1泊 2日となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）宿泊する市町村及び宿泊施設 

宿泊する市町村では｢松江市｣が 60.5％、次いで｢出雲市｣が 16.9％となっており、全

体の約 8 割（77.4％）を占めている。 

宿泊施設では｢旅館｣が 42.3％、次いで｢ホテル｣が 40.1％となっており、全体の約 8

割（82.4％）を占めている。 
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ペンション・民宿

その他

車中泊・交通機関内での宿泊

保養所・研修所

キャンプ場

別荘・リゾートマンション

会員制の宿泊施設
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（５）同行人数 

｢2、3人｣が最も多く 60.0％、次いで「4、5人」が 18.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）メンバー構成 

｢家族｣が最も多く 64.0％、次いで｢友人｣が 19.0％となっている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）旅行地を決定する際にきっかけとなった情報源 

旅行地の情報を知っていた（その他を回答）を除くと、「友人・知人・家族の口コミ」

が最も多く 34.0％、次いで「インターネット」が 22.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1人

9.0%

2,3人

60.0%

4,5人

18.8%

6～10人

6.4%

11～29人

3.7%

30人以上

2.1%

自分ひとり

8.9%

家族

64.0%

友人

19.0%

団体旅行

5.7%

その他

2.4%

n=7,192 

n=3,627 

n=7,245 

友人･知人･

家族の口コミ

34.0%

インターネット

22.5%

テレビ

19.0%

旅行代理店

の窓口,ﾊﾟﾝ

ﾌﾚｯﾄ

12.0%

雑誌

10.3%

新聞

2.0%

ラジオ

0.2%
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（８）利用交通機関 

ア.日帰り・宿泊別入り込み割合 

日帰りでは、「自家用車」が最も多く 83.8％、次いで「貸切バス」が 8.6％とな

っている。 

宿泊では、「自家用車」が最も多く 53.2％、次いで「航空機」13.6％、「鉄道」

12.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ.県外観光客入込み割合 

県外客について利用交通機関別にみると、「自家用車」が最も多く 68.5％、次い

で「貸切バス」10.9％、「航空機」8.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自家用車

53.2%

航空機

13.6%

鉄道

12.6%

貸切バス

8.4%

その他

5.9%

高速バス

3.9%

船舶

2.4%

68.5%

64.3%

69.3%

10.9%

12.9%

9.3%

8.6%

8.0%

6.9%

8.5%

10.1%

11.6%

2.9%

3.3%

2.6%

0.6%

1.3%

0.3%

H26

H25

H24

貸切バス 航空機 鉄道
高速バス

船舶自家用車

日帰り 宿泊 

n=4,150 n=3,042 

n=5,082 

自家用車

83.8%

貸切バス

8.6%

その他

4.0%

鉄道

2.1%

高速バス

0.7% 航空機

0.7%
船舶

0.1%
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ウ.地域別(県外)移動手段別割合 

県外客について地域別にみると、中国、九州、四国、近畿、北陸東海では「自家

用車」が 5割以上を占め、関東、東北北海道では「航空機」が最も高くなってい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）性別 

｢男性｣が 51.8％、｢女性｣が 48.2％とほぼ同等であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１０）年齢 

30 歳代から 60歳代が約 2 割ずつを占めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

91.5%

83.2%

89.6%

93.0%

59.5%

74.7%

63.3%

50.6%

15.4%

22.6%

4.2%

12.9%

7.1%

5.8%

21.0%

22.2%

12.7%

11.9%

12.1%

4.3%

3.5%

4.8%

49.6%

53.2%

2.8%

2.2%

0.5%

0.4%

10.7%

2.7%

14.2%

28.4%

17.9%

17.7%

1.1%

2.6%

0.7%

4.6%

0.4%

5.4%

3.9%

3.8%

4.8%

1.4%

0.6%

0.1%

0.0%

0.9%

0.3%

1.3%

1.6%

鳥取県

岡山県

広島県

山口県

九州沖縄

四国

近畿

北陸東海

関東

東北北海道

自家用車 貸切バス 航空機 鉄道 高速バス 船舶

n=5,082 

n=7,192 

n=7,192 

男性

51.8%

女性

48.2%

10歳未満

0.2%
10歳代

1.7%

20歳代

14.7%

30歳代

20.1%

40歳代

17.7%

50歳代

18.3%

60歳代

18.9%

70歳代

7.3%

80歳代以上

1.2%
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（１１）満足度 

日帰り宿泊ともに、｢満足｣と｢ほぼ満足｣を合せると 8 割以上であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日帰り 

宿泊 

n=4,150 

n=3,042 

全体 

n=7,192 

満足

55.3%ほぼ満足

31.5%

やや不満足

2.1%

不満足

0.5%

着いたばかりで分からない

10.5%

満足

59.8%

ほぼ満足

26.0%

やや不満足

2.3%

不満足

0.3%

着いたばかりで分からない

11.6%

満足

57.2%
ほぼ満足

29.2%

やや不満足

2.2%

不満足

0.4%

着いたばかりで分からない

11.0%
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